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田川地区の県立高校再編整備計画案 

未就学児保護者対象説明会 

山形県教育庁高校改革推進室 

日時 ：  ８月１９日（日） 13:00～14:30 
場所 ：  出羽庄内国際村 
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少子化の進行（田川地区の中学校卒業者数の推移） 

平成16年 平成36年 

（20歳） （30歳） 

平成46年 

2,046人 

1,567人 
1,244人 

約1,040人 

 （10歳） 

平成26年 

県立高校
定員 

38学級 

約1,000人減少 
（30年で５割減少） 

24学級程度 

▲6 
▲8 32学級 

20学級程度 

▲4 
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各高校の１学年当たりの学級数（シミュレーション） 

Ｈ２６ Ｈ３６ Ｈ４６ 

鶴岡南 ５（普４・理１） ４ ４ 

鶴岡北 ４（普４） ３ ２ 

鶴岡工業（全） ６（工６） ５ ４ 

      （定） １（工１） ― ― 

鶴岡中央 ７（普３・総４） ６ ５ 

庄内農業 ３（農３） ２ １ 

加茂水産 ２（水２） １ １ 

庄内総合（全） ３（総３） ２ ２ 

      （定） ― １ １ 

山添 １（普１） ― ― 

計 ３２学級 ２４学級 ２０学級 
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１ 高校で身につけさせたい力 

 ◇ 社会で通用する人間力 

 ◇ 進路目標を達成できる学力 

高校として望ましい在り方 

２ 望ましい高校の姿 

 ◇ 多様な人間関係の中で切磋琢磨できる 
 ◇ 目標に応じてコースや科目を選択できる 
 ◇ 部活動や学校行事が充実している 

３ 高校として望ましい規模 

 ◇ １学年当たり４〜８学級が理想 

庄内中高一貫校（仮称） 
普通科・理数科 

 ※ 鶴岡南と鶴岡北を統合し、 

  県立中学校を新設(H36まで) 

田川地区の県立高校再編整備計画案 

庄内総合 
総合学科(全定)・普通科(通) 

 ※ 定時制(昼)と通信制を 

  新設(H34) 

鶴岡工業 
工業科(全) 

※ 定時制は募

集停止(H34) 

鶴岡中央 

普通科 

総合学科 

加茂水産 
  

水産科 

庄内農業 
  

農業科 

※ 統合した上で３校舎を活用＝「校舎制」、 
 実施年度等は今後検討し第３次計画で明示  
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※ 山添校は募集停止(H32) ※ 鶴岡南(通)在籍者は庄総に転学(H34) 
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◇ 高校入試の影響を受けない６年間の計画的・ 
 継続的な教育により、生徒の個性や能力をより 

 一層伸ばす 

中高一貫教育の意義・目的 

◇ 幅広い年齢集団による活動を通して、社会性 

 や人間性を育む 

◇ 従来の中学校・高校に区分された制度に加え、 

 中等教育のもう一つの選択肢を提供する 
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中高一貫教育校の制度 

中等教育学校 

６ 

５  後期課程 

４ 

３ 

２  前期課程 

１ 

連携型 

３ 

２ 県立高校 

１ 

３ 

２  町立中学校 

１ 

他の
高校 

併設型 

３ 

２   県立高校 

１ 

３ 

２ 県立中学校 

１ 

他の 

中学校 

選抜あり 

広域の小学校 広域の小学校 学区内の小学校 

選抜あり 選抜なし 

選抜なし 選抜あり 

◇ 高校の学習内容を中学校で先取りできるなどの特例あり（連携型×） 
◇ 公立の中高一貫校の選抜は学力検査以外の方法による 

◇ 中等教育学校の前期課程、併設型中学校の修了時に他の高校を 

 受験することも可能 
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１ 国の目標 

 ◇ 高校の通学範囲に少なくとも１校配置（500校程度） 

国及び山形県の中高一貫校の設置方針 

２ 山形県の状況 
 ◇ 平成１３年度から小国町と金山町で連携型を実施 

 ◇ 「山形県中高一貫教育校設置構想」（平成２１年） 

・ 併設型を基本とする 
・ 内陸と庄内にモデル校を設置し、実践を検証した上で、 
 将来的には４学区への設置を検討する 
・ 学区は県内一円とする 
・ 普通科を基本とする 

 ◇ 平成２８年４月に東根市に東桜学館が開校 
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東桜学館中学校・高等学校の紹介 

１ 教育課程上の特色 
 ◇ 高校の学習内容を一部先取り（数学） 
 ◇ 理数教育の充実（ｽｰﾊﾟｰ・ｻｲｴﾝｽ・ﾊｲｽｸｰﾙ） 

 ◇ 外国語教育の充実（中学３年で海外研修旅行） 

 ◇ 探究型学習、キャリア教育、体験活動の充実 

２ 入学者選抜 
 ◇ 中学校定員：９９名 高校定員：２００名 

 ◇ 適性検査・作文・面接と小学校５、６年の評定 

 ◇ 適性検査等の実施日：平成３０年１月６日 

３ 校舎 
 ◇ 老朽化校舎の改築を機に、新校舎を整備 

庄内中高一貫校（仮称）の学校像 

＜教育上の主な特色＞ 
 ○ 教育課程の特例を活用し、６年間一貫した計画的指導 
 ○ 大学・研究機関や企業と連携した探究型の学習の推進 
 ○ 実践的コミュニケーション力や論理的思考能力の育成 
 ○ 庄内の自然、産業、文化などに関わる体験活動の充実 10 

       普通科６学級・理数科１学級 

 他の中学校            ２～３学級 

選抜なし 高校入試 
  

併設型中学校 

併設型高校 

小学校  
適性検査等 

  

◇ 鶴岡南と鶴岡北の校舎・敷地を活用 
◇ 通学区域は県内一円 
◇ 平成３６年度の開校を目指す（予定） 

選抜なし 

庄内総合高校について 

＜教育上の主な特色＞ 
○ 豊富な選択科目を開設し、多様な進路希望に幅広く対応 
○ 定通併修制度により３年での卒業も可能（ﾁｬﾚﾝｼﾞｺｰｽ) 
○ 少人数指導による基礎学習の充実、学び直しへも対応 
○ 地域資源を生かした実習・体験型の学習の充実 

ﾌﾙﾀｲﾑｺｰｽ（仮称） ﾁｬﾚﾝｼﾞｺｰｽ（仮称） 

全日制 総合学科 ２学級 
定時制（昼） 総合学科 １学級  

通信制    普通科  ８０名 
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◇ 生徒個々の多様な学習ニーズに応える総合的な高校 
◇ 通学区域は県内一円 
◇ 平成３４年度開校（予定） 
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農業科・水産科の校舎制 

鶴岡中央 

校舎 
農業 

校舎 

水産 

校舎 
バス バス 

農業の実習等 水産の実習等 普通教科の学習 

学校行事、部活動等 

◇ 農業科・水産科が１学級となった場合、鶴岡中央と統合 
◇ 普通科・農業科・水産科・総合学科を併設 
◇ 農業・水産の実習の日はバスで移動して各校舎で授業 
◇ 具体的な開校年度等は今後検討 
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H29.10 

計画案公表後の経緯 

計画案の公表 

H29.10 

〜11 
地域説明会 

意見募集 

H30.1 教育委員会 

H30.3 教育委員会 

 賛否両論 

方針決定 

見送り 

一部方針決定 

◇ 山添校の募集停止（H32） 
◇ 庄内総合への定通の統合（H34予定） 

今後の予定 
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１ 継続して検討する事項 
 ◇ 鶴岡南と鶴岡北の統合 

 ◇ 庄内農業と加茂水産の鶴岡中央への統合 

 ◇ 庄内地区への併設型中高一貫校の設置 

２ 「関係者懇談会」の開催 
 ◇ 委員：ＰＴＡ代表、校長代表、鶴岡市、大学教員 

 ◇ ８月～１１月に４回開催 

 ◇ 議論の参考とするために 

  ▷ 産業界、同窓会、一般教員等への意見聴取 

  ▷ 未就学児保護者対象説明会（本日） 
  ▷ 東桜学館や他県の中高一貫校の評価・検証 
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田川地区の県立高校再編整備計画案 

未就学児保護者対象説明会 

ご清聴ありがとうございました 


